
【学部】インターンシップの流れ

学　　生

資料の確認

 
　以下①～⑥の書類を配布します。

①東京都立大学システムデザイン学部・研究科におけるインターンシップの取扱いについて

②受講申請書(裏面：志望動機）
③誓約書
④インターンシップ日誌
⑤インターンシップ報告書
⑥インターンシップアンケート

インターンシップ
情報の収集 インターンシップ実施企業等の情報を集めましょう

（インターネット・イベント・大学からの情報…）

次の書類を、できるだけ早めに（遅くとも2週間前まで
に）教務係に提出してください。

②受講申請書 　　　　
③誓約書

充実したインターンシップにしましょう！

④インターンシップ日誌　を毎日記入し、実習指導者の確認
（サイン）を受けてください。

次の書類を、速やかに教務係に提出してください。

④インターンシップ日誌

⑤インターンシップ報告書

⑥インターンシップアンケート

１０月
（期間は後日掲示） 履修申請（日野キャンパス教務係窓口にて申請）

提出書類等をもとに、成績評価・単位認定を行います。

提出書類に基づき学内選考を行い、
結果を掲示等でお知らせします。
（具体的な実習内容等も併せてお知ら
せします。）

提出書類をもとに、教務係からインター
ンシップ先企業に依頼文と必要書類一
式を送付します。

インターンシップ
期間中

インターンシップ
終了後（２週間以内）

学務課教務係 教務委員

インターンシップ先
が決まったら
（できるだけ早めに
遅くとも2週間前までに）

企業側に各自連絡し、あらかじめ、単位認定等の承諾
を得ておくこと。
②受講申請書　に必要事項を記入し、教務委員の押
印をもらうこと。（インターンシップに行く前に必ず了
承、押印を得てください。）

②受講申請書 　に押印

　SDホームページもしくはポータルサイトの資料を必ず確認すること。

（保険加入）・・・必須
インターンシップに参加する場合は、学生教育研究災害傷害保険及び付帯保険に必

ず加入してください。未加入の場合、教務係窓口で加入手続を行います。
生協保険に加入している方は、手続不要です。

【学内選考を行う場合】（官公庁が多い）

受入先が指定する申込書をキャリア支援課

に提出してください。



東京都立大学システムデザイン学部及びシステムデザイン研究科における 

インターンシップの取扱いについて 

 

 

  インターンシップの実施に関し、東京都立大学システムデザイン学部及び大学院システムデザイン

研究科では、以下のとおり取扱っております。 

 

1. 本学では、所属する学生の職業意識の向上及び企業に対する理解を深めることを目的として、

インターンシップを実施しています。 

 

2. 本学では、インターンシップを履修科目の一つとして位置付け、教育活動の一環として、実習

内容に応じ単位認定を行っています。インターンシップ実習期間は 5 日間以上とし、また受入

企業様には、実習生の参加について受入れ報告書をご提出いただきます。そのため、実習後

には、受入企業様より下記の書類をお預かりいたします。 

 インターンシップ受入れ報告書  

 インターンシップ受入れに関するアンケート 

 インターンシップ日誌（実習生が記入したものを確認いただき、ご署名または押印をお願いい

たします。可能でしたら、コメントもご記入願います。）→この書類は実習生が持ち帰ります。 

 

3. 実習生は、賃金、報酬、手当等いかなる名称の対価も、受け取ることはできません。なお交通

費の実費、昼食代に関しては企業様、実習生との間での取り決めによるものとします。 

 

4.  実習生に対しては、以下のとおり指導し、誓約書の提出を義務付けております。 

 担当者様の指示に従い実習に専念すること。 

 受入企業様の信用を傷つけ、または不名誉となる行為をしてはならない。 

 実習上知り得た秘密を漏らしてはならない。実習を終えた後もまた同様とする。 

 

5.  実習生は、実習期間中の事故に備えて、事前に傷害保険及び賠償責任保険に加入し、実習

中の事故に関しては、自らの責任において対応することを義務付けております。 

 

6.  実習生が、故意又は過失により第４項に反する行為を行ったときは、本学及び実習生は、実習

先及び被害を受けた第三者に対して連帯して責任を負います。 

 

 

以上について、お問い合わせがございます場合は、下記担当までご連絡ください。 

 

    

 

 
【担当】東京都公立大学法人  

東京都立大学  日野キャンパス管理部  
    学務課教務係  岡山、萩原  
    〒191-0065 東京都日野市旭が丘６－６ 
    Tel：042-585-8611  Fax：042-583-5119 
    Mail：hagiwara-chiaki@jmj.tmu.ac.jp 



    　年　 　月　　日

教務委員 指導教授

所 属

氏 名 学修番号（　　　　　　　　　　　）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ保険
への加入(必須） 保険名称：

インターンシップ
取扱いについて

【受入企業情報】

企 業 等 名

担 当 部 署

担 当 者 名
( 必 須 ）

氏名

担当者連絡
先（必須）

e-mail(必須）                  　  ／Tel

本社所在地 〒

実習先所在地 （上記と異なる場合）

    　　年　　月　　日～    　　年　　月　　日（実働　　　日間）

①

②

③

④

⑤

　・ 作業服の貸与             有       無

  ・ 作業靴の貸与             有       無

  ・ 厚生施設                 有       無

  ・ 昼食等の支給             有       無 （                 ）

  ・ 交通費の支給             有       無 （                 ）

大学側評価

評 価 項 目

受入れ報告書

日 誌

レ ポ ー ト
（報告書）

総 合 評 価

実 習 期 間

実 習 内 容

待 遇

就労時間　　　　：　　　～　　：

インターンシップ受講申請書

システムデザイン（学部・研究科）　 （学科・学域）　　年

現 住 所

保 証 人

〒

携帯（　　　　　　　　　　　　　　）

Tel（　　　　　　　　　　　　　　）
氏名： 続柄：

下記については、全て先方企業の確認をとっている。

評価 所見

　　　　　　　　　　　　　　　　

「インターンシップの取扱い」に基づき

事前に企業に各自、確認をしておくこと。

無報酬 単位認定 インターンシップ受入れ報告書の記入



志　望　動　機

◇志望動機（意気込み、この企業を選んだ理由、実習により得たいものなど）



                                       （学部生用） 
 
               

誓  約  書 
 
 
 
 

  （会社名）            様  
 
 
 
 
 

こ の 度 、 貴 社 （ 機 関 ） に お い て 学 外 実 習 を 履 修 す る に あ た り 、

貴 社（ 機 関 ）の 諸 規 則 及 び 学 外 実 習 指 導 責 任 者 の 指 示 を 守 り 、貴

社 （ 機 関 ） に は 一 切 迷 惑 を か け な い こ と を 誓 約 い た し ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       年   月   日  
 
 
             大 学 名      東京都立大学 システムデザイン学部  
 
             所属・学年          学科    年  
 
             学修番号              
 
             氏  名                 印  
 
 
 

 



実習年月日・曜日 ☆毎日記入すること。

氏　　名

実習を行った企業名・
事業所名・部門名等

実習指導者
役職・氏名

①　実習概要　（課題・テーマ、研修した業務、手順、内容など）

②　学んだこと・反省点・意見等

＊　実習指導者記入欄＜コメント等があればご記入ください。＞ 指導者確認印又はサイン(必須）

　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　　　　　　　　曜日

インターンシップ日誌

③　インターンシップ責任者からのアドバイスを受けたこと。

システムデザイン学部・研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科　・　学域



 

東京都立大学

教務委員 　　　　　　　　　　　　　　　殿

所属・学修番号 学修番号

氏　　　　名

期間・日数

配属先

（次ページに続く）

インターンシップ報告書

    　　　年　　　　　月　　　　　日

◇インターンシップを体験しての感想・成果　　（仕事・職場・社会人と学生の違い等）

　　　　　　年　　　月　　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　　日　（実勤務日数　　　日）

（受入機関名・部署名）

システムデザイン学部・研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科・学域



 



東京都立大学システムデザイン学部・研究科  
 

インターンシップアンケート 
 
          所属・年次：           学科・学域     年次  
          氏名：              学修番号          
 
Ⅰ インターンシップ全体について  
 １．受講してよかったと思いますか  
     はい   ・   いいえ   ・  どちらともいえない  
 
 ２．後輩に勧めたいですか  
     はい   ・   いいえ   ・  どちらともいえない  
 
 ３．この科目を受講して、どのような点（精神面、技術面、知識面）で成長したと思いま  
  すか。具体的に記載してください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 受入先企業等について  
 １．参加してよかったと思いますか    はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ２．受入企業等の雰囲気はよかったですか はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ３．指導は適切でしたか         はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ４．職種はあっていましたか       はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ５．仕事量は適切でしたか        はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ６．仕事の程度は適切でしたか      はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ７．通勤時間は適切でしたか       はい ・ いいえ ・ どちらともいえない  
 
 ８．実習の日数は何日がよいと思いますか              日  
 
 ９．その他、感想があれば記載してください。  
 



3都立大日学第 号

受入企業名

東京都立大学

システムデザイン学部長

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素より本学の運営にご協力いただき厚く御礼申し上げます。また、この度は本学学生を貴社インターンシップに

受け入れていただき、誠にありがとうございます。

　本学では、インターンシップを履修科目の一つとして位置付け、実習内容等を貴社にご確認いただきました上で

それを基に本学教員が単位認定を行っております。

　つきましては、下記のとおり当該学生に関する書類をお送りしますので、ご査収の上、「インターンシップ受入れ承諾書」を

ご返送くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

1 学科 年

2 送付書類

①

② 誓約書

③ インターンシップ受入れ承諾書

④ インターンシップ受入れ報告書　（実習生１人につき１枚）

⑤ インターンシップ受入れに関するアンケート

⑥ システムデザイン学部の「インターンシップ」シラバス

3 確認事項

   ・実習期間中、実習学生は「インターンシップ日誌」（用紙は学生が持参します）を、原則毎日作成し、指導者に確認サインを

受けることとなっています。ご協力をお願いいたします。

阿保　真

御中 　　　　年　　 　　 月　　　　  日

学生氏名 ○○  ○○ システムデザイン学部

東京都立大学システムデザイン学部及び研究科におけるインターシップの取扱いについて

   ・①「インターンシップの取扱いについて」をご確認の上、③「インターンシップ受入れ承諾書」にご署名・押印の上ご返送ください。

２週間以内にご返送ください。（封入の上、実習最終日に学生に預けていただいても構いません。）

   ・④「インターンシップ受入れ報告書」、⑤「アンケート」につきましては、インターンシップ終了後にご記入いただき、実習終了後、

事務担当 〒191-0065 東京都日野市旭が丘６－６

東京都公立大学法人

東京都立大学 日野キャンパス管理部

学務課教務係 岡山、萩原

Tel 042-585-8611 Fax 042-583-5119

E-mail hagiwara-chiaki@jmj.tmu.ac.jp  



  年  月  日  
  
 
 東京都立大学  

システムデザイン学部長  殿  
東京都立大学大学院  
システムデザイン研究科長 殿  
 

 

 

                                          （企業名・役職名）            印  

      

 

インターンシップ受入れ承諾書 

 
イ ン タ ー ン シ ッ プ の 実 施 に つ い て 、「 東 京 都 立 大 学 シ ス テ ム デ ザ イ ン 学 部・研 究

科 に お け る イ ン タ ー ン シ ッ プ の 取 扱 い に つ い て 」 を 確 認 し 、 下 記 学 生 の 受 入 れ

に つ い て 承 諾 い た し ま す 。  
記  

 

受 入 学 生 氏 名 ： ○  ○  ○  ○         

 

      受 入 期 間 ：   年   月   日 ～   年   月   日  

（ ※ 上 記 学 生 氏 名 と 受 入 期 間 は 、 あ ら か じ め 記 載 し て 送 付 す る 。）   

 

 
 

＜問い合わせ先＞  
 

                                 部署名：                
                   

担当者名：               
 

     住所・連絡先：                 
                        
                                          

 
 
 
【書類送付先】  
〒１９１－００６５東京都日野市旭が丘６－６  TEL:042-585-8611 
東京都公立大学法人 東京都立大学日野キャンパス管理部学務課教務係 担当 :萩原宛  

 



    年  月  日 
 
 

インターンシップ受入れ報告書 
 

指
導
責
任
者 

企 業 名   

職 名   

氏 名               ㊞ 

 
 

イ ン タ ー ン シ ッ プ 
学 生 氏 名 等 

システムデザイン学部・研究科 
      学科・学域  年 氏 名   

イ ン タ ー ン シ ッ プ 
期 間 

  年  月  日 ～     年  月  日 
 （実働   日間） 

出 欠 状 況 出  席   日・欠  席   日・遅  刻   日・早  退   日 

 
実 施 場 所  

 

 

 
課 題 テ ー マ 
（ 実 施 内 容 等 ） 

 

 

 
所 見 
（ 学 生 の 参 加 態 度 等 で 、  
特に気がついたこと等があ

れ ば ご 記 入 く だ さ い 。）  

 

 

 
そ  の  他 

（ 要 望 ・ 連 絡 事 項 ） 

 

 

 
提出期限：インターンシップ終了後２週間以内  



 
 

インターンシップ受入れに関するアンケート 
  
  本学学生に対する企業等実習にご協力をいただきありがとうございます。  
  今後の参考とさせていただくため、本学に対するご要望及び本学学生に対するご要望、  
 評価など、忌憚のないご意見をお願いいたします。  
 
１ 大学に対するご要望、ご意見など  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学生に対するご要望、ご意見、ご感想など  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           年   月   日  
 
                      御 社 名                    
   
                      ご役職名               
 
                      お 名 前                      
 



東京都立大学 情報科学応用数学 授業コード L0155 単位数 2 クラス指定科目 

担当教員 片山 薫 4 年前期 金曜日 5 時限 

①授業方針・テーマ 様々なデータを対象とした高度なパターン認識手法・検索手法を、用いられる数学的手法と共に紹介す

る。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標 

様々なデータを対象としたパターン認識手法・検索手法をを実践的に理解する。 

また、そのために必要となる数学的道具の理解を深めることを目的とする。 

③授業計画・内容 

授業方法 

【授業計画・内容】 

第１回：講義の概要説明 

第２～３回：データの表現とその特徴量 

第４～５回：基本的なパターン認識・検索手法 

第６～８回：パターン認識・検索に用いられる最適化手法 

第８～１０回：基本的なパターン認識・検索手法の拡張（相互部分空間法、高次特異値分解など） 

第１１～１４回：様々なデータ（時系列データ、三次元モデルなど）を対象としたパターン認識・検索手法 

第１５回：期末試験と解説 

【授業方法】 

講義を中心とするが、適宜演習を実施する。質問は適宜受け付ける。 

④授業外学習 講義内容の理解を深めるよう復讐しておくこと。

⑤テキスト・参考書等 参考書： 

「はじめてのパターン認識」（平井有三著，森北出版） 

「イラストで学ぶ機械学習」（杉山将著，講談社） 

「これなら分かる最適化数学」（金谷健一著、共立出版） 

⑥成績評価方法 期末試験：60%、平常点（授業態度・提出物の有無等）：40% 

⑦質問受付方法 

（オフィスアワー等）

オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでア

ポイントメントをとってください。 

⑧特記事項 

（他の授業科目との

関連性） 

大学院科目「データ工学特論」と同時開講 

東京都立大学 インターンシップ（CS） 授業コード 
L0151 

L0152 
単位数 

1
2 

特別申請科目 

その他 

担当教員 全教員（CS） 3 年後期 冬季集中 

①授業方針・テーマ 大学の授業と並行して、産業界を中心とする企業や官公庁等で仕事を体験することにより、問題解決の

能力を育てることを目的とする。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標

インターンシップの実施先による。

③授業計画・内容

授業方法

（授業計画・内容） 

夏季休業（8-9 月）あるいは冬季休業（12-1 月）を利用して、5 日以上連続してモノ作りの現場で作業に

従事する。そして日々の体験を通じ、実社会における課題とその解決方法などについて考える力を養

い、それらの学修の経過・成果を作業日誌および報告書（レポート）にまとめる。 

（授業方法） 

実習を中心とした授業を実施する。 

④授業外学習 事前にインターンシップ先の情報を収集すること。 

またレポートを通して実社会における課題とその解決方法への理解を深めること。 

⑤テキスト・参考書等 インターンシップ実施先の指示による。

⑥成績評価方法 インターンシップが終わった後、作業日誌および従事した内容（概要、仕事の特徴、問題点と解決案、感

想）をまとめたレポートを提出する。このレポートに基づいて最終成績の評価を行う。成績は「合」または

「否」の 2 段階で評価する。

また単位数は、概ね以下の目安に従って認定する。

認定単位数（目安）：

1 単位：実習期間が 5 日以上 9 日以内の場合

2 単位：実習期間が 10 日以上の場合（ただし、5 日以上 2 箇所までは、1 + 1 単位として認定できる。）

⑦質問受付方法

（オフィスアワー等）

担当教員までメールにて問い合わせること。 

⑧特記事項

（他の授業科目との

関連性） 

インターンシップの単位取得には、以下の条件を全て満たす必要がある。

(1) インターンシップに従事する 2 週間前までに各学科の教務委員の承認を得て、必要書類を教務係

に提出すること。

(2) 一定の条件を満たすインターンシップのみが単位認定の対象となる。特に、インターンシップ先から

日当（ただし旅費及び昼食費相当額は除く）が支給される場合は認定できないので留意すること。



東京都立大学 分散処理（EECS） 授業コード L0279 単位数 2 クラス指定科目 

担当教員 福本 聡 4 年前期 水曜日 2 時限 

①授業方針・テーマ ネットワークを介して協調しながら情報処理をおこなう分散コンピューティングについて講義する。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標 

分散コンピューティングの基本原則、モデル、典型的なアルゴリズムについて理解することを目的とす

る。 

③授業計画・内容 

授業方法 

授業計画の詳細は第 1 回目の授業で説明する。全体の構成は以下の通りである。 

１．導入

２．分散処理のモデル 

３．論理時間

４．大域の状態とスナップショット 

５．用語と基礎的なアルゴリズム 

６．メッセージ順序とグループ通信 

７．知識による推論 

８．中間試験と解説 

９．分散相互排他 

１０．分散システムにおけるデッドロック検出

１１．大域的な述部検出 

１２．分散共有メモリ 

１３．チェックポイントとロールバックリカバリ

１４．合意アルゴリズム

１５．期末試験と解説 

その他に、故障検出、認証、自己安定化、P2P コンピューティングとオーバレイグラフなどの話題にも適

宜触れる。 

【授業方法】: スライド・板書による解説を中心とした授業を実施する。 

④授業外学習 講義で示された課題について取り組んでレポートすること。 

⑤テキスト・参考書等 授業中に配布する。 

⑥成績評価方法 中間試験〔45%〕、期末試験〔45%〕、レポート等〔10%〕 

⑦質問受付方法 

（オフィスアワー等）

オフィスアワーに代えて、質問などはメールで随時受付ける。 

⑧特記事項 

（他の授業科目との

関連性） 

・基礎となる科目：データ構造とアルゴリズム、情報数学１、離散数学、コンピュータネットワーク 

・関連する科目：並列処理、アルゴリズム解析

東京都立大学 インターンシップ（EECS） 授業コード 
L0277 

L0278 
単位数 

1
2 

特別申請科目 

その他 

担当教員 全教員（EECS） 3 年後期 冬季集中 

①授業方針・テーマ 大学の授業と並行して、産業界を中心とする企業で仕事を体験することにより、問題解決の能力を育て

ることを目的とする。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標

インターンシップの実施先による。

③授業計画・内容

授業方法

夏季休業（８～９月）あるいは冬季休業（１２～１月）を利用して、５日以上連続してモノ作りの現場で作

業に従事する。そして日々の体験を通じ、実社会における課題とその解決方法などについて考える力を

養い、それらの学修の経過・成果を作業日誌および報告書（レポート）にまとめる。 

（授業方法） 実習を中心とした授業を実施する。 

④授業外学習 事前にインターンシップ先の情報を収集すること。またレポートを通して実社会における課題とその解決

方法への理解を深めること。 

⑤テキスト・参考書等 インターンシップ実施先の指示による。

⑥成績評価方法 インターンシップが終わった後、作業日誌および従事した内容（概要、仕事の特徴、問題点と解決案、感

想）をまとめたレポートを提出する。このレポートに基づいて最終成績の評価を行う。成績は「合」または

「否」の２段階で評価する。

また単位数は、概ね以下の目安に従って認定する。

認定単位数（目安）：

１単位：実習期間が５日以上９日以内の場合

２単位：実習期間が１０日以上の場合（ただし、５日以上２箇所までは、１＋１単位として認定できる。）

⑦質問受付方法

（オフィスアワー等）

担当教員までメールにて問い合わせしてください。 

⑧特記事項

（他の授業科目との

関連性） 

インターンシップの単位取得には、以下の条件を全て満たす必要がある。

(1) インターンシップに従事する２週間前までに各学科の教務委員の承認を得て、必要書類を教務係に

提出すること。

(2) 一定の条件を満たすインターンシップのみが単位認定の対象となる。特に、インターンシップ先から

日当（ただし旅費及び昼食費相当額は除く）が支給される場合は認定できないので留意すること。



東京都立大学 工場見学Ⅰ 授業コード L0469 単位数 2 

担当教員 【未定】 4 年前期 夏季集中 

①授業方針・テーマ 機械システムに関連する企業等の事業所（工場・開発・研究施設など）や最先端技術展示会への見学

を通して，現代技術への広い視野を獲得する． 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標 

・機械システム各分野の基礎的手法が，生産開発現場でいかに適用されているかを知る． 

・現代技術が抱える諸問題を見抜き，システム的アプローチから解決する手法を考察する．

・簡潔で，主張が明確な報告書を短期間にまとめる訓練を行う． 

③授業計画・内容 

授業方法 

ガイダンスで，授業概要（日程，成績判定基準，見学参加要領，心構えなど）を説明する． 

④授業外学習 ガイダンスで説明する． 

⑤テキスト・参考書等 特に指定しない． 

⑥成績評価方法 ガイダンスで説明する． 

⑦質問受付方法 

（オフィスアワー等）

ガイダンスで説明する．

⑧特記事項 

（他の授業科目との

関連性） 

ガイダンスで説明する．

東京都立大学 インターンシップ（MSE） 授業コード 
L0467 

L0468 
単位数 

1
2 

特別申請科目 

その他 

担当教員 全教員（MSE） 3 年後期 冬季集中 

①授業方針・テーマ 大学の授業と並行して，産業界の企業などで仕事を体験することにより，問題解決の能力を育てること

を目的とする． 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標

モノづくりの現場での考え方や実社会における問題解決方法の基礎を学修できるとともに，大学で学修

した内容の実社会における活用方法を学ぶことができる．

③授業計画・内容

授業方法

季休業（８～９月）あるいは冬季休業（１２～１月）を利用して，５日以上連続してモノ作りの現場で作業に

従事する．そして日々の体験を通じ，実社会における課題とその解決方法などについて考える力を養

い，それらの学修の経過・成果を作業日誌および報告書（レポート）にまとめる． 

【授業方法】 

本授業の履修を希望する学生は，本授業のガイダンスに出席すること．学部・大学院共通で，例年５月

下旬ないし６月初旬に行われる． 

④授業外学習 ・インターンシップ先で課される課題

・インターンシップ終了後に報告書（レポート）を作成

⑤テキスト・参考書等 必要に応じてインターンシップ先から参考書が提示される． 

⑥成績評価方法 インターンシップが終わった後，作業日誌および従事した内容（概要，仕事の特徴，問題点と解決案，感

想）をまとめたレポートを提出する．このレポートの評価，および受け入れ先担当者の評価を併せて，最

終成績の評価を行う．また単位数は，概ね以下の目安に従って認定する．

認定単位数（目安）：

１単位：実習期間が５日以上９日以内の場合

２単位：実習期間が１０日以上の場合（ただし，５日以上２箇所までは，１＋１単位として認定できる．）

⑦質問受付方法

（オフィスアワー等）

【本講義に関する問い合わせ先】 

機械システム工学科教務委員 

（各テーマに関して）各テーマ担当教員（ガイダンスで紹介） 

⑧特記事項

（他の授業科目との

関連性） 

【連絡事項】 

単位を認定する場合，インターンシップの内容に一定の条件が課せられる．特に，日当が支給される場

合，単位は認定されないので注意すること．詳細については，インターンシップ履修希望者向けガイダン

スを開催し説明する．

インターンシップを履修するためには，原則として以下を満たす必要がある．

(1) インターンシップ履修希望者向けガイダンスに出席すること．

(2) インターンシップに従事する２週間前までに各学科の教務委員の承認を得て，必要書類を教務係に

提出すること．



東京都立大学 数値流体力学演習 授業コード L0643 単位数 2 

担当教員 田川 俊夫、金崎 雅博 4 年前期 火曜日 5 時限 

①授業方針・テーマ 数値流体力学１および数値流体力学２で学んだ内容について、実際にコンピュータを使って様々な流体

計算のコードを作成し、得られた数値結果を可視化することによって、複雑な現象の理解に役立てる。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標 

・コンピュータ言語を理解し、コードを作成する 

・数値計算に関わる手法を学ぶとともにコンピュータで計算を実行させる 

・可視化された結果を考察し、流体力学の理解を深める 

・数値計算の長所と限界を知る 

③授業計画・内容 

授業方法 

前半の 8 回は田川が担当、後半の 7 回は金崎が担当する。 

第１回 質点の力学（惑星の楕円運動、磁場中の荷電粒子、および振り子の軌道計算） 

第２回 相似変換による常微分方程式の導出とルンゲ・クッタ法の適用（レイリーの問題）

第３回 一次元拡散方程式の差分解法（クエット流れ） 

第４回 Sturm－Liouville 型の固有値問題の数値解法（シュレディンガー方程式） 

第５回 境界層方程式１（ブラジウス流れ、ポールハウゼンの解） 

第６回 境界層方程式２（鉛直加熱平板の自然対流） 

第７回 移流拡散方程式の二次元数値計算（回転円板流：風上差分法の適用） 

第８回 NS 方程式に基づく圧力と速度の同時計算（物体まわりの流れ：HSMAC 法、IB 法の適用） 

第９回 形状表現と格子点の配置法（1 次元補間関数） 

第１０回 物体まわりへの格子点配置（円、翼型） 

第１１回 物体適合格子の作成１（円） 

第１２回 物体適合格子の作成２（翼型、圧縮性に関する考察）

第１３回 物体まわりの粘性圧縮性流れの解法１（Roe の Flux Difference Splitting 法）

第１４回 物体まわりの粘性圧縮性流れの解法２（MUSCL 内挿による高次精度化） 

第１５回 非構造格子法 

④授業外学習 授業中に毎回演習問題を課すが、授業時間内に出来ないことも有り得るので、CAL 室、オープン端末

室、研究室などで自主的な学習が必要となる。 

⑤テキスト・参考書等 前半の参考書：平野 博之 著「第 3 版 流れの数値計算と可視化」 （丸善株式会社） 

後半の参考書：藤井 孝蔵 著「流体力学の数値計算法」 （東京大学出版会） 

⑥成績評価方法 レポート〔70%〕、平常点〔30%〕 

試験は実施しない。レポートは、原則として翌週月曜正午までに提出。実習におけるプログラムソースコ

ードや実行ファイルを他人から入手し、レポートとして提出した場合、そのレポートは０点と見なす。 

⑦質問受付方法 

（オフィスアワー等）

質問がある場合は事前に下記の電子メールアドレスへ連絡の上、研究室（田川：1−232、金崎：1-214）

を訪ねること。 

tagawa-toshio@tmu.ac.jp (田川) 

kana@tmu.ac.jp (金崎) 

⑧特記事項 

（他の授業科目との

関連性） 

空力・推進分野科目 

「数値流体力学１」および「数値流体力学２」の両方を履修していることが望ましい。

東京都立大学 インターンシップ（AA） 授業コード 
L0641 

L0642 
単位数 

1
2 

特別申請科目 

その他 

担当教員 全教員（AA） 3 年後期 冬季集中 

①授業方針・テーマ 大学の授業と並行して、産業界を中心とする企業で仕事を体験する。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標

会社，研究所などでの実践を通じて、問題解決のプロセスを理解し，体得する． 

③授業計画・内容

授業方法

夏季休業（８～９月）あるいは冬季休業（１２～１月）を利用して、５日以上連続してモノ作りの現場で作

業に従事する。そして日々の体験を通じ、実社会における課題とその解決方法などについて考える力を

養い、それらの学修の経過・成果を作業日誌および報告書（レポート）にまとめる。 

授業方法や授業外学習の詳細については、インターンシップ先及び教務委員の指導に従うこと。 

④授業外学習 インターンシップ先の指示に従い取り組むこと。

⑤テキスト・参考書等 インターンシップ先の指示に従うこと。

⑥成績評価方法 インターンシップが終わった後、作業日誌および従事した内容（概要、仕事の特徴、問題点と解決案、感

想）をまとめたレポートを提出する。このレポートに基づいて最終成績の評価を行う。成績は「合」または

「否」の２段階で評価する。

また単位数は、概ね以下の目安に従って認定する。

認定単位数（目安）：

１単位：実習期間が５日以上９日以内の場合

２単位：実習期間が１０日以上の場合（ただし、５日以上２箇所までは、１＋１単位として認定できる。）

⑦質問受付方法

（オフィスアワー等）

質問事項がある場合には，航空宇宙システム工学科／コースの学部教務委員へメールで連絡するこ

と． 

⑧特記事項

（他の授業科目との

関連性） 

インターンシップの単位取得には、以下の条件を全て満たす必要がある。

(1) インターンシップに従事する２週間前までに各学科／コースの教務委員の承認を得て、必要書類を

教務係に提出すること。

(2) 一定の条件を満たすインターンシップのみが単位認定の対象となる。特に、インターンシップ先から

日当（ただし旅費及び昼食費相当額は除く）が支給される場合は認定できないので留意すること。



東京都立大学 インターンシップ（IA） 授業コード 
L0779 

L0780 
単位数 

1
2 

特別申請科目 

その他 

担当教員 全教員（IA） 3 年後期 冬季集中 

①授業方針・テーマ 大学の授業と並行して、産業界を中心とする企業で仕事を体験することにより、問題解決の能力を育て

ることを目的とする。 

②習得できる知識・能

力や授業の目的・到

達目標

社会経験および実務からの、問題解決の能力を育てることを目的とする。 

③授業計画・内容

授業方法

夏季休業（８～９月）あるいは冬季休業（１２～１月）を利用して、５日以上連続してモノ作りの現場で作

業に従事する。そして日々の体験を通じ、実社会における課題とその解決方法などについて考える力を

養い、それらの学修の経過・成果を作業日誌および報告書（レポート）にまとめる。 

④授業外学習 作業日誌および従事した内容（概要、仕事の特徴、問題点と解決案、感想）をまとめたレポートを作成す

る。 

⑤テキスト・参考書等 必要に応じて指示する。 

⑥成績評価方法 インターンシップが終わった後、作業日誌および従事した内容（概要、仕事の特徴、問題点と解決案、感

想）をまとめたレポートを提出する。このレポートに基づいて最終成績の評価を行う。成績は「合」または

「否」の２段階で評価する。

また単位数は、概ね以下の目安に従って認定する。

認定単位数（目安）：

１単位：実習期間が５日以上９日以内の場合

２単位：実習期間が１０日以上の場合（ただし、５日以上２箇所までは、１＋１単位として認定できる。）

⑦質問受付方法

（オフィスアワー等）

インダストリアルアート学科の教務委員にメールで連絡すること。

⑧特記事項

（他の授業科目との

関連性） 

インターンシップの単位取得には、以下の条件を全て満たす必要がある。

(1) インターンシップに従事する２週間前までに各学科の教務委員の承認を得て、必要書類を教務係に

提出すること。

(2) 一定の条件を満たすインターンシップのみが単位認定の対象となる。特に、インターンシップ先から

日当（ただし旅費及び昼食費相当額は除く）が支給される場合は認定できないので留意すること。



2021 年度 学部教務委員一覧 

 

 

所属 学部教務委員氏名 

情報科学科 小野 順貴 

電子情報システム工学科 西川 清史 

五箇 繁善 

機械システム工学科 長井 超慧 

伊井 仁志 

航空宇宙システム工学科 各務 聡 

インダストリアルアート学科 藤原 敬介 
 

知能機械システムコース 長井 超慧 

情報通信システムコース 西川 清史 

航空宇宙システム工学コース - 

経営システムデザインコース 増田 士朗 

インダストリアルアートコース - 
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